
清水社長のお話から　　　相鉄沿線の都市開発を

行ってきた中で、家を建てるだけでなく、まちづく

りの一環として保育園づくりを考えたのが創設の

きっかけです。高架下や駅ビルなどに整備したため、

広い園庭や緑はありませんが、利便性やソフト面の

“質”によってカバーしています。また、園と園児と

の信頼、保護者との信頼、地域社会との信頼、社員

相互の信頼、会社と園との信頼に目を向け、常に交

流を持つように心がけています。保育園は保育士

が変わると雰囲気が変わってしまいます。そのため、

結婚・出産時にも続けられるように配慮しており、

より質の高い施設運営を目指しています。 

施設長の声　　　育休からの復帰後、自分の子ど

もとの時間が十分に持てないことがとても残念で

した。それを本社に相談したところ、すぐに短時間

制度が作られました。今は1時間半の短縮勤務を

活用し、子育ても楽しんでいます。現在2人目を妊

娠中で、12月末には産休に入る予定です。他の保

育園で勤務した経験もありますが、ここは将来性も

あり、長く働き続けたいと思える職場だと感じてい

ます。 

◆相鉄アメニティライフ株式会社は、緑園都市、二
俣川、瀬谷、いずみ中央駅にある4つの保育園の
ほか、卒園児の保護者からの小学校入学後のニ
ーズに応え、平成19年度に4つの学童保育をオ
ープンしました。いずれの事業においても、スタ
ッフ自身の業務経験に加え、育児経験が保育の質
の向上につながるため、本社・現場ともに子育て
しながらも働きやすい職場環境づくりに力を入れ
ています。 
◆従来の育児期間中の所定外労働の制限に加え、
保育園への送り迎えや学校行事への参加、通院
などを容易にするため、今年度新たに、育児短時
間制度、半日年次有給休暇制度、入社時年次有給
休暇の追加付与制度（2日）を新設しました。また、
スタッフが出産後、保育園の空きを待たずに安心
して職場に復帰できるよう、二俣川にある保育園
に、社員が利用できる託児枠を設けています。 
◆各施設長が保育業務に専念できるよう、本社機
能を整備し、庶務・経理・助成金申請等の業務を
行う事務スタッフを配置しています。また、年3回
実施される本社と全社員との評価面接の際に、
制度や施設運営に関する意見や要望を聞くなど、
本社と現場で綿密なコミュニケーションを図って

います。 
◆駅至近の立地を活かし、保護者が保育園に子
どもを預ける際、高架下の駐車場に車を止め、そ
こに駐車したまま電車で通勤するパークアンドラ
イドを可能としています。 
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〈事業所概要〉 
事業内容/保育所・学童保育の経営 
従業員数/82人 
所在地/西区北幸2丁目 
代表者/清水　隆敏　氏 

保育室の様子 

学童保育の様子 


